


事業概要
1. 期間
開始 ：2021年10月
終了（予定）：2031年3月

2. 最終目標
①設備コスト5.2万円/kWを見通せる大型水電解技術の実現
②カーボンニュートラルな基礎化学品を供給する商用規模のグリーンケミカルプラントの実用化

3.成果・進捗概要
・パイロット試験設備において各槽の電力分配を最適化するマルチモジュール制御実証を完了。
・パイロット試験設備にて約5,000時間の部材耐久性試験を完了し、
安全上重要な部材である開発膜の健全性を確認。

・上記開発膜を浪江町FH2Rに搭載し、電解効率及び変動対応性の改善を確認。
・FH2Rでの商業化モデルの通電実績は26年5月末時点で10,000時間に到達。
・（Phase1）浪江町FH2R隣接地において、中規模グリーンアンモニア検証プラントの運転を開始。
・（Phase2）グリーンケミカルプラント実証に向けて欧州化学企業とのFEEDを実施。

競争力ある水素コストの実現に向けて追加検討中。
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背景・目的
2050年のカーボンニュートラル目標に対し、エネルギー部門のみならず産業部門の脱炭素化も求められている。
これまで化石資源に主要原料を依存してきた化学産業も例外ではなく、CO2フリーでサステナブルなグリーンケミカルプラントに
移行していくことが求められる。
旭化成グループは、市場要求に適合した大規模水電解システムを開発するとともに、日揮グループと協業し、グリーンケミカル
製造技術を確立し、グローバルに事業化することを目的として、共同でGI基金事業を実施する。

水素基本戦略

NEDO-PJ
「水素社会構築技術開発事業／水素エネルギー
システム技術開発／再エネ利用水素システムの事
業モデル構築と大規模実証に係る技術開発」

（FH2R）

2050年カーボンニュートラル宣言
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目標と目標設定の考え方

アルカリ水電解システム
の大型化・モジュール
化技術開発

研究開発項目

KPI
1

①設備コスト5.2万円/kWを見通せる大型水電解技術の実現
②カーボンニュートラルな基礎化学品を供給する商用規模のグリーンケミカルプラントの実用化

アウトプット目標

[1-1] 100MW規模の水電解システムの詳細設
計完了(2025年度)

大型アルカリ水電解槽
向け要素技術開発

2

グリーンケミカルプラント
のFSおよび技術実証

3

KPI設定の考え方

[2] 消耗部材寿命: 4年以上
（2023年度）

[3-1]統合制御システムを含むグリーンケミカルプラ
ントの設計完了(2025年度)

市場立ち上がり予測

食塩電解槽消耗品寿命

Phase 2 グリーンケミカルプラントEPC・実証着手の可否判断

研究開発内容

[1-2] 設備コスト5.2万円/kWを見通せる技術の
実現(2030年度)

経産省水素・燃料電池ロードマップ目標値

[3-3] カーボンニュートラルな基礎化学品の製造プ
ロセスの実証完了(2030年度)

大型水電解システムと連携したカーボンニュートラルなPower to
Chemical技術の早期実用化/調整力の提供/再エネ変動への
対応/グリーンケミカルプラントの安定運転

1.大規模アルカリ水電解水素製造
システムの開発およびグリーンケミ
カルプラントの実証

[3-2]現地運転人員の50%削減、およびプラント
可用率10%改善（2026年度）

自動運転の達成による必要運転人員の削減、統合制御システム
によるプラント運転時間の改善
（グリーンケミカルの製造コスト低減）





進捗状況
直近のマイルストーン

アルカリ水電
解システム
の大型化・
モジュール化
技術開発

1

大型アルカリ
水電解槽
向け要素技
術開発
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研究開発内容 これまでの開発進捗
1. パイロット試験設備でマルチモジュール制御技術を検証継

続。24年度に確認された電解槽の切替優先順位や電力
の最適分配が不整合となる問題に対応し、想定通りの制
御が可能となったことを確認した。

２．10MWx10基を含む水電解システムの詳細設計、設備
コスト低減策と課題の抽出を完了。FEEDを通じ設備
コスト低減に通じる設計ノウハウを積み上げ。

1. ガスケットなどの消耗部材についても改良を重ね、実セルサ
イズで初期特性および耐久性を評価し、実用上問題ない
ことを実証した

2. 低コスト電極及び隔膜の実証評価も完了し、全ての搭載
部材の仕様を確定した

3. FH2R(MW規模)において商業化に向けたシステム構成
にて10,000時間を超える通電実績を積み上げてきている

グリーンケミ
カルプラント
のFSおよび
技術実証

3 1. 浪江町FH2R隣接地において、中規模グリーンアンモニア
検証プラントの建設工事が完成し運転開始

2. グリーンアンモニア検証プラント向け統合制御システム開発
が完了し、実証運転を開始。

3. グリーンケミカルプラント実証に向けて欧州化学企業との
FEEDを実施。FIDに向けて追加検討中。

• MW規模での長期耐久性の継続検証。高精
度気密試験による漏洩検査および長期通電
試験。

• LCOH低減に貢献できる高効率電極の開発。
• 反応面積従来比25%増となる大型セルの実
証完了。

• Phase1向け統合制御システム改善余地。実
証運転・シミュレーションを駆使した改良開発。

• Phase1機械トラブル⇒補修と実証計画見直
し。

• Phase2 実証実施に向けたさらなるLCOH低
減策の見極め。パートナーとの連携強化、海外
支援制度等の活用検討。

残課題と解決案
①マルチモジュール制御
技術開発が完了し、大
型水電解システムの設計
が完了している
②設備コスト：5.2万円
/kWを見通せる技術の
確立に向けた課題が抽
出・整理されている

①消耗部材寿命として4
年以上が見込まれるデー
タが得られている
②要素技術を10MW水
電解システムに実装でき
ている

①大規模グリーンケミカル
実証プラント(Phase2)の
検討、設計が完了してい
る
②Phase1プラントで統
合制御システムを運用開
始している

8

• 今後の商業展開を見据えて、簡素化されたマ
ルチモジュール制御技術を考案。同技術の実
証を2026年度に計画。

• 設備コスト削減策のさらなる検討、品質を確保
したコスト低減の検証。実証PJ推進を通じたノ
ウハウの獲得と技術改良。エンジニアリング費の
削減に向けた地域毎パートナリング体制構築。
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水電解パイロット試験設備（2024年3月～運用開始）

１．0.8MW×1～4モジュールでの水電解構成の変更が可能
・複数のモジュールから構成
・運転中に1モジュールが故障した場合や、夜間を想定した低出力運転など、
様々な環境における装置挙動を再現
・機器設計や運用手法、制御技術の検証と改良に活用

２．再生可能エネルギーの出力変動が再現できる装置設計
・再生可能エネルギーは出力が不安定なため、水電解装置には高い
変動応答性が必要
・変動がシミュレートできる装置設計としているため、再生可能エネルギーとの
連携や電力系統の調整力を検証可能

３．設備仕様
− 電解槽数、セル数： 4モジュール、7～10 セル/モジュール
− 水素発生量：  最大 465 Nm3/h
− 水素出口圧力：  0.80 ± 0.08 MPa(G)
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中規模アンモニアプラント（Phase1）の進捗状況

アンモニアプラントが完成し、実証運転開始

アンモニアプラント俯瞰図（2024年12月）

• アンモニア製造に成功
• 統合制御システムとプラントコント
ロールシステムを接続し、想定通りの
指示値入出力を確認

• シミュレーション結果を概ね追従する
アンモニアプラントの変動運転を確認

• シミュレーション結果との差異の分析
と改善を継続していく
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アンモニアプラントの変動運転の例
• 統合制御システムからの指示に沿ってアンモニアプラントの変動を確認した



 対外発表件数（2025年度）

 プレスリリース： 2件（2025年度）

【旭化成】クリーン水素製造用アルカリ水電解技術により2026年電気化学会技術賞（棚橋賞）を受賞（2026.3.19）
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2026/ze260319

【日揮HD】福島県浪江町でグリーンアンモニアの製造を開始（2026.01.27）
https://www.jgc.com/jp/news/2026/20260127 11.html
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論文、学会発表、広報等の取り組み

研究発表・講演
（口頭発表を含む） 論文

旭化成株式会社 20 4
日揮HD株式会社 13 0

合計 33 4












